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セコム相談役 木村昌平 氏を
お招きして特別講演会を実施

６月１３日（水）に、益子大使・益子昌平塾塾
長・セコム株式会社相談役の木村昌平氏をお招き
して、特別講演会を実施しました。今回の講演会
は校長が講師の木村昌平氏の講演内容に感銘を受
け、本校生に是非講演をお願いしたいと依頼して
実施された講演会です。「至誠惻怛（しせいそく
だつ）～諸君の輝かしい未来を拓く～」という演
題で講演をしていただきました。木村氏は経営、
ＩＴ、東洋思想、人間学など様々な分野でその才
能を発揮され、セコムグループをはじめ、さまざ
まな機関で会長や理事などを歴任され、現在は、
真摯にひたむきに人としての道を「共に学ぶ場」
の益子昌平塾の塾長をされています。今回の講演
では、はじめに知力・学力以上に人格が大切なも
のだということを話され、その後「ひたむきに生
きる」、「生命の途轍もない奇跡を知る」、「自己の
潜在能力に火をつける」という３つのテーマでお
話をしていただきました。
最初の「ひたむきに生きる」というテーマでは

勉めて強いる“勉強”ではなく、自ら熱意をもっ
て取り組む“学び”をと強調され、熱意や意思の
重要性について述べられました。そして、孟子の
言葉でもあり、本校教育の基本精神となっている
「至誠」について話され、さらに日本が世界に誇
る“禅”の精神の素晴らしさも伝えていただきま
した。２番目のテーマである「生命の途轍もない
奇跡を知る」では、広大な宇宙で生命が存在する
のは地球だけで、生命が誕生したことは天文学的
数字のような途轍もない奇跡的なことである。さ
らに生命誕生から進化を遂げた現在の人間は凄い
能力を持っているが、実際はその能力の大半を使
えておらず、少しでも多くの能力を使えるような
生き方を目指してほしい。それには“意識”が大
切である。最後の「自己の潜在能力に火をつけ
る」というテーマでは、人間の能力は非常に長け
たものであり、自分のためだけでなく誰かのため

に生きるということ、そして感謝する気持ちを持
つことが大切であり、「感謝を込めてひたむきに
生きてほしい」と話されました。
木村氏が紹介されたアインシュタインの言葉

「人生には、二つの道しかない。一つは、奇跡な
どまったく存在しないかのように生きること。も
う一つは、すべてが奇跡であるかのように生きる
ことだ。」が印象的でした。生徒は、さまざまな
ことを感じ、今後に活かしてくれることと思いま
す。

第５３回 吹奏楽部定期演奏会

第５３回真岡高等学校吹奏楽部定期演奏会が、
６月１７日（日）に真岡市民会館大ホールにて開
催されました。３部構成で実施された演奏会は、
「ＲＵＳＨ」で始まり、2018年度全日本吹奏楽

コンクール課題曲より「古き森の戦記」、マーチ
「虹色の未来へ」と続き、第Ⅱ部では合唱やドラ
マ仕立てのコーナーを取り入れ、第Ⅲ部ではＯＢ
吹奏楽団の皆様とともに、「風紋」、組曲「惑星」
より「木星」を演奏しました。ＯＢ吹奏楽団の皆
様、御協力ありがとうございました。また、多く
の皆様に御来場いただき感謝申し上げます。

海外研修実施される

７月１日(日)～７月９日(月)、本校の行事とし
ては２回目となる海外研修が実施されました。生
徒１０名が、昨年同様アメリカ合衆国マサチュー
セッツ州ボストンのタフツ大学の学生寮に滞在し、
語学研修を受けながら、現地学生や留学生との交
流プログラムへの参加、ハーバード大学やマサチ
ューセッツ工科大学のキャンパス見学等を行いま
した。他の留学生に積極的に話しかけたりする姿
勢が見られるようになったり、独立記念日を体験
することができたり、有意義な研修となりました。
ほぼ予定どおりに学校に到着し、代表による挨拶
がありました。とてもしっかりしたものでした。
今後、報告書の作成や発表会を行う予定です。



壮行会を実施
水泳部、山岳部が

関東大会へ！

県大会で入賞し、水泳部、山岳部が関東大会に
出場することになりました。７月１３日(金)の生
徒総会の後に壮行会を開き、全校生徒で激励しま
した。

(1) 水泳部
平成30年度関東高等学校選手権水泳競技大会
出場者 大原恵斗（３年）、石崎心徹（２年）、

箱田隆人（２年）、加藤楽大（２年）、
矢島泰知（１年）、大塚万生（１年）

期 日 平成30年7月21日～22日
会 場 横浜市・横浜国際プール館

(2) 山岳部
平成30年度第62回関東高等学校登山大会
出場者 加藤裕規（２年）、宮下 怜（２年）、

菅谷悠登（２年）、宮田祐介（１年）、
宮田 渉（１年）、佐々悠太（１年）、
羽石匡徳（１年）

期 日 平成30年10月19日～21日
会 場 茨城県大子町・奥久慈

性に関する講演会

自他の命の大切さを認識し、相手を思いやる心
を育てること、性に関する知識を学び、適切な意
思決定や行動選択ができる力を高めることを目的
に、性に関する講演会が、７月１３日（金）１、
２年生を対象として実施されました。
今年度は、芳賀赤十字病院産婦人科の看護係長

で助産師の山本仁美先生を講師としてお招きし、
「生と性」という演題で講演をしていただきまし
た。講堂の中はとても暑かったのですが、先生の
おだやかな口調のお話に生徒は熱心に耳を傾けて
いました。生まれたときに山本先生に取り上げて
もらった生徒もいるのではないでしょうか？母子
手帳を確認してみてください。

７ 月～９ 月 の 行 事 予 定

＜７月＞
１９日（木）「白布ヶ丘ＰＴＡ通信」発行
２０日（金）終業式

ＰＴＡ合同支部会(15:00～16:00)
全統マーク模試（3年）

２１日（土）全統マーク模試（3年）
２３日（月）前期夏季補習授業（～27）

保護者懇談・三者面談（～27）
３１日（火）東北大学オープンキャンパス

見学会 (1･2年希望者～8/1)
＜８月＞
１日（水）受水設備等清掃（一時断水）
２日（木）受電設備点検・清掃（一時停電）
３日（金）野澤一郎育英会奨学金贈呈式
４日（土）東大オープン模試（希望者 宇大峰

キャンパス ～5）
１１日（土）東大実戦模試（希望者 宇都宮ﾋﾞ

ｼﾞﾈｽ電子専門学校 ～12）
１２日（日）京大・名大オープン模試（希望者

河合塾大宮校)
東北大オープン（希望者 マロニエ
プラザ）

１９日（日）京大実戦模試（希望者 駿台大宮
校）

２０日（月）後期夏季補習授業（～24）
一日体験学習準備
全国高Ｐ連佐賀大会（～21）

２１日（火）一日体験学習
２５日（土）全統高２模試（2年）
２６日（日）全統記述模試（３年希望者 宇大石

井キャンパス）
２８日（火）第２学期始業式 野澤賞授与式

生徒会役員任命式
服装頭髪指導（～１）
１・２年課題テスト

２９日（水）白布祭準備（５、６限）
３０日（木）第４０回校内合唱コンクール

（真岡市民会館）
※現地集合現地解散

３１日（金）白布祭開会式・校内発表・
校内公開（午後）

＜９月＞
１日（土）白布祭（一般公開）
３日（月）振替休日
４日（火）白布祭片付け

面接強化期間（～21）
第１回学校評議員会

５日（水）第３回進路希望調査
自転車安全点検

６日（木）第３回校内模試（3年）（～7）
７日（金）租税教室（1年）進路集会（2年）

センター試験出願事前指導（3年）
８日（土）サタデーセミナー（1、2年）

土曜開放
１０日（月）秋季リーダー研修会(5～7限)
１２日（水）修学旅行事前健康相談
１３日（木）※月曜授業
１４日（金）進学講演会（1年）、修学旅行事前学

習被爆者体験講話（2年）
進研マーク模試（3年）

１５日（土）進研マーク模試（3年）土曜開放


